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研究成果の概要 

本研究では、フェムト秒ポンプ・プローブ分光と単一分子光子統計の概念を組み合わせることで基底

状態と反応遷移状態の超高速かつ極少の光子数揺らぎを原理的に生ませ、この光原理を利用し光励起

を伴わない超高速化学反応計測装置を開発する。創発研究フェーズ 1においては、単一分子、微粒子分

光計測装置をまず構築し、単一分子、微粒子の溶液中の発光および散乱挙動を計測する計画で研究を遂

行している。 

 2022 年度では既存のフェムト秒顕微過渡吸収計測装置に単一分子計測に必要な単一光子アバランシ

ェフォトダイオード、32bitの A/D変換器を有するフォトンカウンティングボードを導入し、顕微鏡下

でフェムト秒レーザー励起によって生成される発光信号の計測装置を構築した。 構築した装置の検

出感度の評価方法としては時間相関単一光子係数(TCSPC)測定を行い、顕微鏡下からの発光信号を検出

した。その過程として実際にいくつかの生体試料系に対して TCSPC計測を行い、その励起状態の寿命

を決定することに応用し、結果の一部は、国内会議、国際会議で報告し、応用物理系の雑誌に報文した。

またフェムト秒顕微過渡吸収測定装置を用いて、有機結晶および半導体結晶の励起状態ダイナミクス

の観測を行い、2022 年度に化学系雑誌 2 報、応用物理系雑誌に 3 報の報文を行った。また一部の半導

体材料系ではフェムト秒顕微過渡吸収計測の結果とともに超高速化学反応に起因した特許を一つ出願

している。 
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